【フルードパワー分野】
職種：組　立　　職務：油圧機器・装置組立

【概要】

　油圧機器・装置組立とは、油圧モータ、油圧シリンダ、油圧ポンプ等の油圧機器や油圧装置を組み立てたり、それに伴い、電気系やメカニズム系の調整や検査を行ったりする仕事をいう。

【仕事の内容】

　油圧機器・装置組立の仕事は、部品の仕上げ・洗浄、部品取り揃え、油圧機器の部品組立、油圧機器の本体組立、油圧装置の組立から構成される。

　部品の仕上げ・洗浄工程では、発生するバリの種類に応じたバリ取り作業を適切に行い、部品取り揃え工程では、注文書または製作明細書に記載された製品番号を所定の位置から取り出し、組立ラインまたはテーブルに速やかに運搬する作業が主となる。

　部品組立及び本体組立の工程では、油圧機器の基本的構造及び機能・用途を理解したうえで、手作業または機械を用いて、はめ合わせ、装着、取り付け、はんだ付け等の各種作業を行う。油圧装置の組立工程では、装置の据付け及びフラッシングを行うとともに、運転前の点検並びに無負荷（負荷）運転を行う。

　油圧機器・装置組立の仕事は、熟練するに従って、単一作業工から多能工への幅広い能力が求められると同時に、職場の改善・提案活動やグループ活動への積極的な参加が期待される。

【求められる経験・能力】

（1） 入職に際して、公的資格は特に必要とされない。高校や専門学校を卒業してすぐに入職する者が中心であるが、最近では比較的若い未経験者が他職種から転職してくる場合も増えてきている。

（2） 技能検定（油圧装置調整）の資格（特級、１級、２級）を取得することで技能が社内で認められて地位が向上することが多い。また、転職時にも、資格保有者は有利である。

（3） 組立の職場は集団で共同して行う場合が多いため、コミュニケーション力や協調性といった対人能力も求められる。

【関連する資格・検定等】

· 技能検定

油圧装置調整職種（特級）

油圧装置調整職種（油圧装置調整作業）（１級・２級）

【労働省職業分類（小分類）との対応】

　　５７１　一般機械器具組立工
